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本調査では、現在バックアップに

「利用中」「今後利用を計画している」

ディスクストレージシステムについ

ても調査した。現在利用、また今後

利用計画のいずれにおいても、様々

なバックアップ手法の中で低価格

NASやNASの回答率高いことが判

明した。また、過去にNASの筐体

内の別領域やバックアップ専用

NASや低価格NASなど、いわゆる

“NAS”へバックアップシステムを

変更した企業で、変更後に「運用コ

ストが減少した」との回答率が高か

った。この結果について、IDCは

「全般的にNASに対してはネガティ

ブな評価が少なく、バックアップ用

途としてのNAS導入は、エンドユ

ーザーから好意的に評価されてい

る」とみている。

ムを導入する企業が多くなっている

ことが推測される。

また、アウトソーシングサービス

を利用する意向のある回答者では、

自社のバックアップシステムのデー

タ保護レベルが不十分であること

や、データセキュリティレベルが不

十分であることを理由にあげる企業

が多かった。これは、データ保護／

セキュリティのレベルを向上させる

にあたって、自社でシステムを所有

することをやめ、アウトソーシング

サービスの利用で目的を達成するこ

とも選択肢に入り始めているのだと

判断できる。

本調査によると、バックアップシ

ステムを変更する理由として最も多

かったのが「運用コストの削減・見

直し」で、特にテープ・バックアッ

プ（DtoT）から、ディスクストレ

ージシステムを組み込んだバックア

ップ運用（DtoDtoT）に変更する意

向のある回答者において、その回答

率が高かった。これは、バックアッ

プ時間の短縮やバックアップ工数の

削減よりも、運用コスト削減を目的

として、ディスクストレージシステ

「運用コスト削減・見直し」が
トップ
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内バックアップ運用実態調査結果を発表 
～36.3％の企業がバックアップシステム変更の意向～ 

IT専門調査会社のIDC Japanは、国内企業ユーザーのバックアップ運用に関する「2009年国内データ保護（バックアップ）運
用に関する実態調査」の調査結果を発表した。同調査は、国内企業のバックアップ運用の実態と、バックアップ関連投資状況
に関するもので、2009年10月に実施した。これによると、調査対象企業1,158社のうち36.3％の420社が、現在利用中のバッ
クアップシステムを変更する意向があることが判明した。
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